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当
初
、
二
月
二
十
六
日
に
開
催
予
定
だ
っ

た
第
二
回
台
湾
李
登
輝
学
校
研
修
団
（
山や
ま

口ぐ
ち

政ま
さ

治じ

団
長
、
三み

上か
み

伊い

三さ

男お

副
団
長
）
は
、
都

合
に
よ
り
二
週
間
ず
れ
三
月
十
二
日
か
ら
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
第
一
回
も
発
表
後

に
日
程
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
「
ま

た
？
」
と
い
う
心
配
も
何
の
そ
の
、
二
月
十

日
締
切
の
一
週
間
前
に
定
員
と
な
り
、
最
終

的
に
は
四
十
八
人
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
北
は
岩
手
県
花
巻
か
ら
南
は

九
州
福
岡
、
さ
ら
に
は
台
湾
や
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
か
ら
も
あ
り
、
今
回
の
研
修
団
が
「
世
界

的
規
模
」
な
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。

【
初
日
・
三
月
十
二
日
】

　

日
本
各
地
か
ら
台
北
・
桃
園
空
港
へ
向
か

う
の
で
す
が
、
ど
う
も
天
候
が
悪
い
ら
し
く

ど
の
飛
行
機
も
大
揺
れ
、
現
在
の
台
湾
を
暗

示
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
到
着
の

遅
れ
も
発
生
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
参
加
者
の
大
半
は
台
湾
神
学
院

で
の
李
登
輝
先
生
の
名
誉
神
学
博
士
号
授
与

式
会
場
に
三
時
過
ぎ
に
到
着
。
式
典
は
二
時

か
ら
始
ま
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
授
与
に
は

何
と
か
間
に
合
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
李
登
輝

先
生
は
授
与
に
対
す
る
感
想
を
述
べ
ら
れ
た

の
で
す
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
私
は
私
で
は

な
い
私
」。
や
は
り
偉
大
な
哲
人
は
我
々
の

想
像
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
日
の
台
北
は
雨
、
か
つ

気
温
は
八
度
と
か
。
神
学
院
は
山
の
中
な
の

で
、
さ
ら
に
寒
い
！　

五
時
前
に
授
与
式
は

終
了
、
研
修
会
場
の
渇
望
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

向
か
う
の
で
す
が
、
こ
の
バ
ス
も
寒
い
！　

台
湾
の
バ
ス
に
は
暖
房
は
な
く
、
二
号
車
で

は
、
窓
ガ
ラ
ス
の
湿
気
を
取
る
た
め
に
な
ん

と
ク
ー
ラ
ー
を
入
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

七
時
前
に
渇
望
学
習
セ
ン
タ
ー
に
到
着
。

食
事
の
あ
と
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　

黄こ
う

昆こ
ん

輝き

教
頭
よ
り
ご
挨
拶
と
、
群
策
会
の

「
三
つ
の
大
き
な
仕
事
」
に
つ
い
て
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、三
つ
の
仕
事
と
は
、一
、

台
湾
と
中
国
の
政
策
の
研
究
、
二
、
李
登
輝

学
校
で
台
湾
人
意
識
の
高
い
人
材
を
輩
出
す

る
、
三
、
台
湾
の
歴
史
や
文
化
・
経
済
に
関

す
る
書
籍
を
刊
行
す
る
こ
と
で
す
。
続
い
て

荘そ
う

孟も
う

学が
く

・
教
育
処
処
長
か
ら
ス
タ
ッ
フ
の
紹

介
が
あ
り
、
最
後
に
参
加
者
の
自
己
紹
介
。

【
二
日
目
・
三
月
十
三
日
】

　

さ
て
、
始
業
式
で
す
。
全
員
八
時
半
に
入

室
で
す
が
、
入
り
口
で
金
属
探
知
機
チ
ェ
ッ

ク
や
持
ち
物
検
査
が
あ
り
、「
写
真
は
Ｏ
Ｋ

だ
が
、
席
を
立
た
な
い
よ
う
に
」
と
の
こ

と
、
李
登
輝
先
生
が
い
か
に
重
要
な
存
在
か

が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　

さ
て
、
李
登
輝
校
長
の
登
場
で
す
！　

会

本
会
事
務
局
次
長　

片か
た

木ぎ　

裕ゆ
う

一い
ち

な
ん
と
李
登
輝
校
長
は
四
回
も
登
場
！

さ
ら
に
充
実
の
「
第
二
回
台
湾
李
登
輝
学
校
研
修
団
」

「阿輝伯」を熱唱する参加者
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場
は
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
と
台
湾
マ
ス
コ

ミ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
の
嵐
。
そ
し
て
、
簡
単
な

ご
挨
拶
の
後
、
講
義
に
入
り
ま
す
。
講
義
で

は
、
李
登
輝
校
長
が
い
き
な
り
ス
タ
ッ
フ
に

「
何
か
書
く
も
の
は
な
い
の
か
」
と
注
文
、

ボ
ー
ド
が
用
意
さ
れ
る
と
「
則
私
去
天
、
則

天
去
私
」
と
書
か
れ
、
本
題
に
入
り
ま
し
た

（
講
義
の
詳
細
内
容
は
次
号
に
て
）。

　

恒
例
の
テ
ィ
ー
・
ブ
レ
イ
ク
は
前
回
同
様

飲や
む

茶ち
ゃ

も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
一
日
五
食
の
生
活

に
な
り
ま
す
。

　

次
の
講
義
は
「
李
登
輝
前
総
統
の
『
台
湾

の
民
主
化
』
に
つ
い
て
」（
国
史
館
館
長
・

張
炎
憲
先
生
）
で
す
。
前
回
は
李
登
輝
先
生

の
若
き
日
の
写
真
な
ど
を
交
え
て
お
話
し
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
ミ
ッ
チ
リ
九
十
分
、

近
代
史
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に

民
主
化
の
担
い
手
を
「
二
二
八
世
代
」「
七

十
年
世
代
」「
八
十
年
世
代
」
に
分
類
し
て

分
か
り
や
す
く
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
午
前
の
講
義
は
終
了
で
す
が
、
こ

こ
で
朗
報
で
す
。
な
ん
と
李
登
輝
校
長
自
ら

「
も
っ
と
お
話
し
し
た
い
」
と
の
こ
と
で
、

急
遽
、
明
日
の
夕
方
、
特
別
講
義
が
設
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
普
通
の
学
校
の

補
習
は
御
免
で
す
が
、
こ
ん
な
補
習
だ
っ
た

ら
大
歓
迎
で
す
！

　

昼
食
の
後
は
「
台
湾
の
歴
史
」（
中
央
研

究
院
台
湾
史
研
究
所
副
所
長
・
陳
慈
玉
先
生
）

で
す
。
前
回
は
い
わ
ゆ
る
「
歴
史
全
般
」
で

し
た
が
、
今
回
は
経
済
や
イ
ン
フ
ラ
の
面
か

ら
見
た
歴
史
で
、
特
に
一
九
四
七
年
の
国
民

党
資
源
委
員
会
の
四
つ
の
原
則
の
説
明
に
よ

り
、
当
時
の
中
華
民
国
が
台
湾
を
仮
の
住
い

と
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
よ
く
分

か
り
ま
す
。

　

テ
ィ
ー
・
ブ
レ
イ
ク
の
後
、「
台
湾
の
文
化
・

文
学
」（
小
説
家
・
鄭
清
文
先
生
）
で
す
。

　

事
前
に
配
布
さ
れ
た
「
教
材
」
に
百
以
上

の
ポ
イ
ン
ト
を
列
記
、
必
要
に
応
じ
て
補
足

さ
れ
た
り
、
事
例
を
紹
介
さ
れ
ま
す
。
優
し

い
口
調
な
が
ら
、
中
国
の
文
学
に
対
し
て
は

「
単
な
る
文
章
の
学
問
、
文
字
遊
び
に
過
ぎ

ず
、
学
ぶ
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
言
い

切
ら
れ
た
の
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、夕
食
の
後
は
、「
台
湾
の
制
憲
運
動
」

（
淡
江
大
学
大
学
院
教
授
・
許
慶
雄
先
生
）

で
す
。
許
先
生
は
独
特
の
理
論
を
展
開
さ
れ

黄昆輝教頭、3月12日

荘孟学処長と研修スタッフ、3月12日

張炎憲先生、3月13日

陳慈玉先生、3月13日
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る
の
で
注
目
な
の
で
す
が
、
今
回
も
「
香
港

の
よ
う
に
な
る
の
が
嫌
な
ら
台
湾
と
し
て
独

立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
い
く
ら
国
と

し
て
の
要
件
が
揃
っ
て
い
て
も
、自
ら『
我
々

は
台
湾
だ
』
と
言
わ
な
い
限
り
誰
も
認
め
な

い
」
な
ど
な
ど
今
回
も
健
在
で
す
。
さ
ら
に

は
「
台
北
を
首
都
と
し
て
、
各
国
の
大
使
館

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
質
上
、
台
湾
は

中
華
民
国
の
領
土
＝
中
国
の
旧
政
府
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
」
と
、
や
や
も
す
れ
ば
避
け

た
い
こ
と
も
は
っ
き
り
と
発
言
さ
れ
ま
す
。

　

朝
か
ら
講
義
の
連
続
で
、
か
つ
食
後
な
の

で
瞼
に
襲
っ
て
く
る
も
の
も
あ
っ
た
は
ず
で

す
が
、
大
変
熱
気
に
み
ち
た
講
義
で
し
た
。

　

こ
れ
に
て
二
日
目
は
終
了
で
す
。
と
こ
ろ

で
今
回
も
正
面
口
わ
き
（
屋
外
）
の
「
渇
望

煙
草
セ
ン
タ
ー
」
は
健
在
？　

で
す
が
、
な

ん
せ
外
は
冷
た
い
雨
に
風
、
喫
煙
者
は
本
当

に
冷
遇
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

【
三
日
目
・
三
月
十
四
日
】

　

こ
の
日
の
最
初
の
講
義
は
「
台
湾
と
日

本
の
安
全
保
障
」（
台
湾
独
立
建
国
聯
盟
主

席
・
黄
昭
堂
先
生
）
で
す
。
い
つ
も
黄
昭
堂

先
生
は
軽
妙
な
語
り
口
で
、
か
つ
適
当
に
脱

線
さ
れ
る
の
で
何
時
間
聞
い
て
い
て
も
飽
き

さ
せ
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
回
は
い
き
な
り
一
九
五
一

年
の
安
保
条
約
か
ら
入
り
、「
極
東
」
の
定

義
の
い
き
さ
つ
で
す
。
さ
ら
に
台
湾
の
位
置

的
重
要
性
、
潜
水
艦
の
脅
威
、
そ
し
て
核
兵

器
の
存
在
価
値
と
続
き
ま
す
。
多
少
の
脱
線

は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
だ
け
中
身
の
詰
ま
っ

た
講
義
は
そ
う
そ
う
聞
け
ま
せ
ん
。

　

後
半
、「
原
宿
で
タ
ケ
ノ
コ
族
を
見
た
と

き
『
あ
あ
、
こ
れ
で
日
本
も
お
し
ま
い
だ
』

と
思
っ
た
が
、
ほ
ど
な
く
台
湾
で
も
似
た
よ

う
な
連
中
が
現
れ
た
。『
台
湾
も
ダ
メ
か
』
と

思
っ
た
が
、
流
行
は
伝
播
す
る
。
き
っ
か
け

は
何
で
あ
れ
日
本
と
台
湾
が
繋
が
り
、
交
流

が
深
ま
る
の
で
あ
れ
ば
、
二
十
年
後
は
期
待

が
持
て
る
」
と
の
こ
と
、
我
々
研
修
団
は
何

か
重
た
い
も
の
を
背
負
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　

質
疑
応
答
は
と
て
も
時
間
に
納
ま
り
ま
せ

ん
。
従
っ
て
参
加
者
全
員
に
は
ま
わ
り
ま
せ

ん
。
残
念
！

　

午
後
の
最
初
の
講
義
は
「
台
湾
の
主
体
性

の
追
及
」（
中
央
研
究
院
・
林
明
徳
先
生
）

で
す
。
い
ま
ま
で
に
習
っ
た
台
湾
の
民
主
化

や
歴
史
と
随
所
で
話
が
つ
な
が
り
、
復
習
に

な
り
ま
す
。
最
後
に
カ
イ
ロ
宣
言
や
ポ
ツ
ダ

ム
宣
言
に
も
触
れ
ら
れ
、
台
湾
で
は
カ
イ
ロ

宣
言
を
ベ
ー
ス
に
「
台
湾
は
中
華
民
国
の
領

土
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
正
規
の
国
際
法
は

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
で
あ
り
、
日
本
は

台
湾
を
放
棄
し
た
だ
け
で
そ
の
帰
属
は
未
定

で
あ
る
、
従
っ
て
国
際
舞
台
で
は
中
華
民
国

は
国
家
で
は
な
い
、
と
明
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
最
後
の
講
義
は
李
登
輝
校
長
再

登
場
で
す
。
題
し
て「
新
時
代
の
台
湾
人
」。

李
登
輝
先
生
は「
か
つ
て
私
は『
新
台
湾
人
』

を
提
唱
し
た
が
、
選
挙
で
矮
小
化
さ
れ
て
し

ま
っ
た
」
と
述
べ
、「
だ
か
ら
台
湾
は
中
国

と
は
別
の
国
と
い
う
認
識
を
持
ち
、
台
湾
へ

い
つ
来
た
か
と
い
う
到
着
順
に
こ
だ
わ
ら
な

い
、
台
湾
人
意
識
を
持
っ
た
『
新
時
代
の
台

湾
人
』
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
」
と
熱
く
熱
く

語
ら
れ
、
そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
も
多
様
な

質
問
に
丁
寧
に
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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結
果
、
終
了
時
刻
は
予
定
よ
り
大
幅
に

遅
れ
、
龍り
ゅ
う

譚た
ん

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
晩
餐
は

キ
ャ
ン
セ
ル
、
渇
望
学
習
セ
ン
タ
ー
内
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
の
食
事
と
な
り
ま
し
た
が
、
誰

も
文
句
は
な
し
、
当
然
で
す
が
…
…
。

　

夕
食
の
後
、
一
行
は
二
台
の
バ
ス
に
分
乗

し
て
台
北
へ
向
か
い
、
八
時
過
ぎ
に
ホ
テ
ル

へ
到
着
。
こ
の
日
は
こ
れ
に
て
終
了
。

【
四
日
目
・
三
月
十
五
日
】

　

本
日
は
野
外
視
察
研
修
で
す
。
前
日
ま
で

の
冷
た
い
雨
は
あ
が
り
、
気
温
も
十
六
度
ま

で
上
昇
、
絶
好
の
野
外
研
修
日
和
と
な
り
ま

し
た
。
最
初
は
総
統
府
で
、
今
日
は
館
内
に

陳
総
統
が
お
ら
れ
る
せ
い
か
チ
ェ
ッ
ク
が
厳

し
い
。
そ
れ
で
も
見
学
は
短
か
目
に
切
り
上

げ
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
次
の
見
学
地
の
二

二
八
紀
念
館
へ
行
く
途
中
、
立
法
院
前
で
台

湾
団
結
聯
盟
の
議
員
た
ち
が
中
国
の
反
国
家

分
裂
法
に
抗
議
す
る
座
り
込
み
デ
モ
（
二
十

四
時
間
の
ハ
ン
ス
ト
）を
や
っ
て
い
る
の
で
、

急
遽
こ
こ
も
見
学
（
と
い
う
よ
り
は
、
完
全

に
応
援
団
）す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

「
ハ
ン
ス
ト
デ
モ
」
な
の
で
比
較
的
静
か
で

し
た
が
、
我
々
が
入
る
と
台
湾
の
マ
ス
コ
ミ

も
カ
メ
ラ
を
向
け
る
の
で
、
台
連
の
メ
ン
バ

ー
も
気
合
が
入
っ
た
よ
う
で
す
。

　

次
は
二
二
八
紀
念
館
で
す
。
こ
こ
で
日
本

語
の
堪
能
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
前
回

同
様
、
丁
寧
か
つ
感
情
を
込
め
た
解
説
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
中
国
国
民
党
の

台
湾
人
に
対
す
る
弾
圧
・
虐
殺
が
よ
く
理
解

で
き
「
台
湾
を
絶
対
中
国
に
渡
し
て
は
い
け

な
い
」
と
一
同
強
く
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

昼
食
は
今
回
も
小し
ょ
う
ろ
ん
ぽ
う

籠
包
で
有
名
な
鼎
泰
豊

で
す
が
、
何
と
こ
こ
に
台
湾
の
テ
レ
ビ
局
が

乱
入
、
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
べ
く
「
追
っ

か
け
」
を
や
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
も

親
ブ
ル
ー
派
！　

柚
原
事
務
局
長
が
「
我
々

は
台
湾
を
断
固
支
持
す
る
」
と
一
喝
し
た
も

の
の
政
治
家
や
タ
レ
ン
ト
な
ら
い
ざ
知
ら

ず
、
研
修
生
の
食
事
時
に
直
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
は
カ
ン
ベ
ン
し
て
も
ら
い
た
い
（
怒
）。

　

最
後
は
原
住
民
博
物
館
で
す
。
こ
れ
が
忠

烈
祠
の
斜
め
前
に
あ
る
の
が
な
ん
と
も
い
え

ま
せ
ん
。
ま
さ
に
台
湾
Ｖ
Ｓ
中
国
の
構
図
で

す
。

　

こ
こ
で
は
原
住
民
の
生
活
、
文
化
な
ど
を

鄭清文先生、3月13日

許慶雄先生、3月13日

黄昭堂先生、3月14日

林明徳先生、3月14日
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数
多
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
台
湾
原

住
民
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
、
地
下
の
映
像
館

で
ア
ニ
メ
に
よ
る
解
説
が
あ
り
ま
し
た
が
、

か
な
り
お
疲
れ
モ
ー
ド
の
上
に
、
暗
い
室
内

に
、
加
え
て
や
さ
し
い
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
く

る
と
、
瞼
に
襲
っ
て
く
る
も
の
に
抗
し
き
れ

な
か
っ
た
人
も
い
た
よ
う
で
。

　

野
外
研
修
は
こ
れ
に
て
終
了
、
バ
ス
で
ホ

テ
ル
へ
五
時
過
ぎ
到
着
、
こ
れ
に
て
解
散
。

　

で
、
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
、
参
加
者
は

夜
の
街
へ
語
学
研
修
に
…
…
。

【
五
日
目
・
三
月
十
六
日
】

　

最
終
日
・
修
業
式
で
す
が
、
今
回
は
淡

水
の
群
策
会
の
オ
フ

ィ
ス
へ
は
行
き
ま
せ

ん
、
移
動
時
間
の
節

約
で
す
。
会
場
に
は

李
登
輝
校
長
以
下
、

黄
昭
堂
先
生
、
老
台

北
・
蔡
焜
燦
さ
ん

…
…
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
！　

紙
面
の
都

合
上
、
以
下
省
略
。

　

ま
ず
修
業
挨
拶
は
李
登
輝
校
長
、
こ
こ
で

も
「
私
は
私
で
は
な
い
私
」「
新
時
代
の
台

湾
人
」
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
黄
昭
堂
先
生
。
先
生
は
い
つ
も
記

憶
に
残
る
こ
と
を
発
言
さ
れ
ま
す
が
、
今
回

は
「
皆
さ
ん
は
尖
閣
列
島
の
件
で
、
日
本
が

台
湾
を
訴
え
る
よ
う
働
き
か
け
て
ほ
し
い
。

そ
う
す
れ
ば
被
告
の
台
湾
は
国
か
ど
う
か
、

国
際
舞
台
で
議
論
に
な
る
」
と
の
こ
と
。
台

湾
を
国
際
舞
台
に
引
き
上
げ
る
た
め
に
は
手

段
を
問
わ
な
い
、
と
の
意
思
表
示
で
す
。

我
々
も
何
か
ア
イ
デ
ア
ィ
を
考
え
ね
ば
。

　

続
い
て
修
業
証
書
の
授
与
式
で
、
前
回
同

様
、
李
登
輝
校
長
は
四
十
八
人
全
員
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
今
回
の
特
別
企

画
・
奇
美
楽
団
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
会
で
す
。

ま
た
「
仰
げ
ば
尊
し
」
は
す
で
に
恒
例
に

な
っ
て
い
て
、
今
回
は
三
番
ま
で
フ
ル
コ
ー

ラ
ス
で
し
た
。

　

最
後
は
李
登
輝
校
長
を
交
え
て
の
昼
食
会

で
す
。
豪
華
な
メ
ン
バ
ー
、
豪
華
な
料
理
を

堪
能
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
名
残
惜
し
く
も
第

二
回
研
修
団
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

＊

　

台
湾
で
は
李
登
輝
学
校
の
卒
業
生
は
す
で

に
六
百
人
を
超
え
、
今
後
い
ろ
い
ろ
な
形
で

「
新
時
代
の
台
湾
人
」
と
し
て
頭
角
を
現
し

て
く
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、
我
々
日
本
人
側
（
一
部
台
湾
人
も

い
ま
す
が
）は
次
回
十
月
二
十
九
日
か
ら「
第

三
回
研
修
団
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
こ

こ
ま
で
含
め
る
と
卒
業
生
は
百
五
十
人
と
な

り
ま
す
。
こ
の
人
数
は
半
端
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
台
湾
卒
業
生
と
我
々
は
、
手
を
携
え
て

「
日
台
共
栄
」
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

李登輝校長、3月14日

反国家分裂法抗議デモ、3月15日


